
担
税
力
が
あ
る
人
の

滞
納
状
況
と
納
税
指

導
対
策
は

問
担

※

税
力
が
あ
り
な
が

ら
滞
納
し
て
い
る
人

の
割
合
に
つ
い
て
現
状
は
。

答
滞
納
し
て
い
る
人
の

財
産
調
査
を
す
る

と
、
所
得
や
財
産
が
あ
り

な
が
ら
納
税
し
て
い
な
い

人
も
い
る
が
、
昨
今
の
市

民
所
得
の
向
上
と
比
例

し
、
ま
た
、
徹
底
し
た
納

税
指
導
の
も
と
、
以
前
よ

り
そ
の
割
合
は
減
る
傾
向

に
あ
る
。

問
税
負
担
に
お
け
る
公

平
性
の
見
地
か
ら
、

ま
た
、
き
ち
ん
と
収
め
て

い
る
人
の
納
税
意
欲
の
減

退
を
招
か
な
い
よ
う
に
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
む

べ
き
で
は
。

答
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
駆

使
し
て
財
産
や
収
入

の
調
査
を
し
、
確
実
に
市

税
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
今
後
も
継
続
し
て
努
力

す
る
こ
と
で
税
負
担
の
公

平
を
図
っ
て
い
く
。

※
担
税
力
と
は
…
…

　

税
を
負
担
す
る
能
力
。

職
員
研
修
計
画
の
実

態
は

問
職
員
の
研
修
は
、
研

修
計
画
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
第
二
次
遠
野
市
人
材

育
成
基
本
方
針
が
職

員
能
力
開
発
の
基
本
計
画

に
な
っ
て
お
り
、
計
画
人

数
を
見
通
し
て
予
算
編
成

時
期
に
定
め
て
い
る
。

問
職
員
に
均
衡
あ
る
研

修
機
会
を
与
え
て
い

る
か
。

答
総
務
課
で
は
若
手
職

員
の
研
修
を
、
各
課

で
は
専
門
研
修
に
参
加
さ

せ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

生
活
保
護
世
帯
の
状

況
と
自
立
支
援
の
あ

り
方
は

問
生
活
保
護
世
帯
の
中

で
65
歳
未
満
の
割
合

は
。答

被
保
護
世
帯
の
う

ち
、
高
齢
者
世
帯
は

１
１
１
世
帯
、
43
・
3
％

で
、
そ
れ
以
外
が
65
歳
未

満
の
世
帯
で
あ
る
。
う
ち

母
子
、
傷
病
、
障
が
い
者

を
除
く
失
業
等
で
就
労
が

可
能
な
方
の
割
合
は
、
64

世
帯
、
26
・
3
％
で
あ
る
。

問
就
労
可
能
世
帯
で
、

就
労
で
き
た
方
の
割

合
は
。

答
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

訪
問
調
査
で
は
、
就

労
可
能
な
方
は
29
人
お

り
、
そ
の
中
で
就
職
を
あ

っ
せ
ん
し
た
方
は
14
人
、

う
ち
２
名
が
就
職
で
き
た
。

問
生
活
保
護
世
帯
の
増

減
に
つ
い
て
、実
態
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
全
体
の
被
保
護
世
帯

は
２
４
０
世
帯
、
３

３
１
人
に
上
り
、
記
憶
す

る
限
り
最
高
の
数
字
と
捉

え
て
い
る
。

衣
類
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
成
果
は
。

問
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
衣

類
回
収
が
な
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
状
況
は
。

答
地
区
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
11
箇
所
に
22

個
設
置
し
て
い
る
。

問
回
収
状
況
と
資
源
回

収
の
今
後
は
。

答
現
在
ま
で
、
予
想
を

上
回
る
約
43
ト
ン
回

収
し
、
県
内
２
番
目
の
成

果
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
継
続
し
、
回
収
物
品
の

周
知
を
図
り
取
り
組
む
。

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力

隊
事
業
の
成
果
に
つ

い
て

問
受
け
入
れ
の
成
果

は
。

答
こ
の
事
業
は
11
年
目

と
な
り
、
遠
野
市
に

６
名
の
方
が
定
住
し
て
い

る
。
毎
年
１
名
の
受
け
入

れ
で
、
宮
守
町
を
中
心
に

郷
土
芸
能
の
伝
承
は
勿
論

の
こ
と
、
地
域
と
一
体
に

な
り
活
動
し
て
い
る
。

問
費
用
対
効
果
の
面
か

ら
、
積
極
的
取
組
み

が
必
要
で
は
。

答
協
力
隊
へ
の
参
加
希

望
者
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
と
、
全
国
的
に
受

入
要
望
が
多
い
こ
と
か

ら
、
当
面
１
名
の
受
け
入

れ
で
対
応
し
た
い
。

松
く
い
虫
対
策
は
万

全
か

問
松
く
い
虫
の
被
害
木

は
年
々
拡
大
傾
向
に

あ
る
中
で
、
宅
地
内
の
被

害
木
は
個
人
で
駆
除
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、
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衣類回収ボックスが設置された

〔
視
察
日
程
〕

　

９
月
２
日
〜
３
日

〔
視
察
研
修
先
〕

　

秋
田
県
八
郎
潟
町

　

岩
手
県
一
戸
町

〔
参
加
議
員
〕

　

織
笠
孝
之

　

安
部
重
幸

　

多
田
誠
一

　

菊
池
充

　

菊
池
由
紀
夫

　

多
田
勉

◆ 

八
郎
潟
町
：「
あ
き
た

田
園
ど
じ
ょ
う
株
式

会
社
」
に
つ
い
て

　

近
年
、
収
入
が
多
い
作

物
や
、
転
作
作
物
が
見
当

た
ら
な
い
時
勢
で
は
あ
る

が
、
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
ド

ジ
ョ
ウ
を
養
殖
す
る
こ
と

は
、
高
収
入
が
期
待
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、今
回
研
修
を
行
っ
た
。

　

ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
は
高

等
技
術
を
必
要
と
し
、
養

殖
に
挑
戦
す
る
も
失
敗
し

た
事
例
が
数
限
り
な
く
あ

る
中
、「
あ
き
た
田
園
ど

じ
ょ
う
株
式
会
社
」
の
取

り
組
み
は
非
常
に
興
味
を

そ
そ
り
、
孵
化
か
ら
成
魚

の
出
荷
ま
で
の
一
貫
養
殖

が
確
立
さ
れ
、
通
年
出
荷

を
実
現
し
て
お
り
、
高
品

質
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
養
殖
し

て
い
る
。

　

ハ
ウ
ス
に
よ
る
保
温
、

水
草
の
人
工
栽
培
、
タ
ニ

シ
と
の
共
生
、
人
工
飼
料

で
の
管
理
な
ど
に
よ
り
、

ド
ジ
ョ
ウ
の
歩
留
ま
り
が

よ
く
、柔
ら
か
い
骨
身
で
、

泥
臭
く
な
い
養
殖
に
成
功

し
て
お
り
、
生
産
が
間
に

合
わ
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

日
本
の
市
場
に
出
回
る

ド
ジ
ョ
ウ
の
90
％
は
中
国

産
で
あ
り
、
安
全
性
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ウ
ナ
ギ
の
減
少
に
よ
り
、

３
年
養
殖
物
は
、
蒲
焼
き

と
し
て
の
需
要
が
期
待
さ

れ
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
高

収
入
を
得
る
可
能
性
を
秘

め
た
商
品
で
あ
る
と
期
待

で
き
、
遠
野
市
内
の
転
作

と
し
て
も
十
分
可
能
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

◆ 

一
戸
町
：「
小
鳥
谷
さ

く
ら
ん
ぼ
生
産
部
会
」

に
つ
い
て

　

県
北
に
位
置
す
る
一
戸

町
は
、
春
の
気
候
が
厳
し

い
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
環
境
下
で
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
生
産
を
確
立
さ

せ
、
夏
恋
（
か
れ
ん
）
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
品
の
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
高
額
で
販
売
し

て
い
る
。

　

霜
に
弱
く
、
収
穫
期
に

雨
に
当
た
る
と
実
割
れ
す

る
の
で
、
ハ
ウ
ス
内
で
の

栽
培
を
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。

　

土
作
り
は
、
微
量
要
素

の
入
っ
た
有
機
肥
料
等
に

よ
り
、根
張
り
を
良
く
し
、

糖
度
の
高
い
サ
ク
ラ
ン
ボ

を
作
る
努
力
を
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
１
㎏
数

万
円
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
販
売

に
つ
な
げ
て
い
る
の
に
驚

い
た
。

　

技
術
向
上
は
ま
だ
ま
だ

途
中
で
、
矮わ

い

化か

栽
培
で
10

ａ
当
た
り
12
〜
13
本
、
針

金
で
枝
を
伸
ば
す
棚
づ
く

り
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

遠
野
市
内
の
転
作
と
し

て
も
十
分
可
能
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

新
た
な
転
作
作
物
の
可
能
性
を
求
め
て

 

遠
野一新
会
及
び
議
員
有
志
合
同
視
察
研
修

大きく育ったドジョウ

ビニールハウスを利用したドジョウの養殖を視察

13 12とおの議会だより とおの議会だより
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